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「挨拶」  大塚達朗   

人類学研究所の付属陳列室が前身であった人類学博物館の所在を知っている人は、どの  

くらいいるのであろうか。南山大学の構内に入り案内板を見れば、人類学研究所が記載さ  

れているので、はじめて来た人でも研究所には辿りつけるであろう。他方、人類学博物館  

は案内板に載っていないので、はじめて来た人にはその場所を見つけるのは至難の業かも  

しれない。本学の中では人類学博物館は影の薄い存在である。 

者の間では、人類学博物館は有名な博物館であり、今もそうである。1999年4月に本学に着  

任した私は、人類学博物館のそのような存在感の無さに不思議な感慨を禁じ得ないできた。  

当館の資料を一瞥しただけでも、アジアやヨーロッパの前期～後期旧石器時代の標識的な  

石器群、日本列島の後期旧石器時代の標識的な石器群、1940年代に最古の縄紋土器と考え  

られた東京・稲荷台遺跡の稲荷台式土器（これは正に標識遺跡の標識土器型式で、この型  

式提唱のおかげで縄紋土器の起源研究はやがて大きく進展する）、すべて標識的な遺跡資料  

といっても過言ではない関東地方の縄紋土器資料、西志賀貝塚出土の東海地方最古の弥生  

土器、高蔵貝塚出土のパレスタイルと呼ばれる東海地方後期を代表する弥生土器などが、  

重要な所蔵資料としてあげられる。また、小さな破片とはいえ銅鐸の資料もある。このよ  

うに、国内外の重要資料を所蔵し考古学の研究・教育に十分な資料を提供できる博物館は  

全国でも数えるほどであるム実際、学外の博物館からの考古学資料の出陳要請は数多い。  

（2ページへ続く）  
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第12号  人類学研究所通信   

しかも、研究・教育に提供できる資料はこれだけではなく、民族学・民俗学資  

料、家電製品資料などに及ぶので、学内向けだけではなく地域社会に向けての  

生涯教育の場と材料にも事欠かないはずである。その人類学博物館に入ると、  

現実はありとあらゆる場所が展示物であふれているだけである。このままでは  

いけないと思い、私は、所蔵資料を学内外にアッピールするために博物館紀要  

第22号の紙面を借りた“企画展”を編集した。具体的には、図録と解説による  

「身近な家電とくらしの変化」「ヤオ族の暮らし（1960年代後半～70年代）一上  

智大学西北タイ歴史・文化調査団移管資料について－」である。“現代日本社会  

の変貌”と“少数民族の生活を通した異文化理解”をテーマにしたもので、多  

様性に富む本館資料の活用方法の一端を示した心算である。本紀要は、2004年  

の1月には刊行できると思う。ささやかな試みであるが、本紀要が人類学博物館  

の有意性や可能性を探る辛がかりになれば幸甚である。  

（南山大学人文学部教授）  

◆所長着任のご挨拶◆  

森部 一   

このたび、人類学研究所所長に着任した森部でございます。   

さて、当研究所の現状について申し上げますと、現在の活動は、研究所員個々  

の研究活動等は別として、主として以下の三つのものから成り立っています。  

一つは、学外から講師をお招きしての懇話会や講演会の開催、二つ目は、基本  

的に三年を原則とする長期研究プロジェクトの実施（現在は第七期プロジェク  

トが進行中）、そして、三つ目は、AsianFolkloreStudiesの発行であります。   

もちろん、当研究所もいろいろな課題を抱えており、今後、それに取り組ん  

でいきたいと思っておりますし、以上の活動以外にも研究所に相応しい活動が  

あれば、実行に移していかなければならないと考えております。   

いずれにしても、学内、学外の研究者を含めて多くの方々との実り豊かな知  

的交流の場を提供し、人類学の発展にさらに貢献できる体制づくりを目指して  

一歩一歩努力する所存でございますので、皆さま方のご協力を切にお願いする  

次第であります。  

（南山大学人文学部教授）  
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第12号  人類学研究所通信  

◆地域・歴史・福祉一北タイ、タイ・ルーの移住史と守護霊儀礼の変化を通じて◆  

三重県立看護大学 馬場雄司  

1．はじめに   

筆者は1980年代より、中国雲南省西双版納タイ族自治州を中心として分布するタイ系民  

族の一つタイ・ルーの社会文化に関する研究を進めてきた。とりわけ、1990年のチェンマ  

イ大学留学以降は、19世紀に西双版納より現在のタイ北部ナーン県に移住したタイ・ルー  

3村落を主要なフィールドとしている。ナーンでの調査を始めて現在まで13年が過ぎたが、  

現在筆者は、この間に報告した研究をまとめつつある。ここでは、この間の研究全体の概  

要を示し、その意義を明確にすることにしたい。   

タイ・ルーとは、現在の雲南省西双版納にシプソーンパンナー王国を形成していたタイ系  

民族の呼称である。現在の国境を越えたメコン中流域には、かつて、共通の文字をもつ文  

化圏がシプソーンパンナー王国などタイ系諸王国によって築かれていた。英仏による現在  

のミャンマー、ラオスの植民地化を契機とする国境の確定、ビルマ（ミャンマー）、ラオス  

の独立、冷戦下における国境の閉鎖という歴史を経て、1990年代の冷戦崩壊により、中国、  

タイ、ミャンマー、ラオスの共同開発が進められるようになった。   

本研究では、こうした近現代の歴史的背景を踏まえ、シプソーンパンナーからナーンヘ  

移住したタイ・ルーを対象に、とりわけ故地の守護霊を祀る儀礼とその変化に焦点をあて  

る。ここでは、まず、その方法と目的についてふれておきたい。   

本研究での中心的課題は、1990年から2002年までの13年間のフィールド社会の変化に  

伴う、守護霊儀礼の変化を捉え、その意味を問うことである。この期間は地域開発の進展  

が著しく、フィールド社会も様々な変化を遂げた。ここでは、とりわけ3つの側面に注目  

する。一つは、地域開発の進展と絡んだ村づくりの一環として儀礼が再編される側面であ  

る。1990年に始まる観光化は、共同して儀礼を行う村落間の利害関係を生み、儀礼の分裂  

を導いた。今ひとつは、儀礼によって過去の歴史を表現するという側面である。故地の守  

護霊を定期的に示巳ることは、故地とのつながりを確認する意味をもつが、儀礼の変化の過  

程で、様々な過去の歴史の表現様式があらわれた。これは、利害関係をもつ村落同士が、  

それぞれ過去の再構築を行った結果であり、その意味で、第一の側面と関わるものである。  

そして更に注目するのは、儀礼の中での老人の位置・役割の変化という側面である。1990  

年代終わり頃、儀礼において「高齢者」の名を冠したグループが登場しはじめた。ここに  

は、社会の変化に従って世代間の伝承機能が衰退し、老人が新たに「高齢者」として再編  

される過程がある。   

更に、19世紀という近代へと向かう歴史的プロセスの中での彼らの移住史を理解し、ま  

た、フィールド社会のあり方を、それを取り巻く広い地域との関わりで理解する。具体的  

には、ナーン県というタイの一地方のレベル、そして近年、複数の国家で共同開発が進み  

つつあるメコン中流域というレベルを想定する。これらを通じて、北タイ・ナーン県の夕  
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図l ターワンパー盆地   

馬場雄司「タイ・ルーであろうとすること、タイ・ルーでなくなること一越境の時代  

の守護霊祭示巳」『東南アジア研究』35－4（京都大学東南アジア研究センター）より  
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イ・ルー村落というミクロなレベルに焦点をあてながら、歴史的、地域的にマクロなレベル  

とのかかわりで、儀礼の変化の意味を理解する。   

人類学では、切り取られた特定のフィールドの現実を理論的な枠組みの中で理解するこ  

とも多く行われてきたが、ここでは、できるだけ、地域の現象を地域の文脈で理解し、更  

に大きな歴史的地域的な文脈で位置付け、理解するという方法をとることにしたい。切り  

取られたフィールドと理論の対話は、時に「地域」の特性を描くことに関心を払うことな  

く、また地域のコンテクストを充分かえりみずに行われることがある。ここでは、むしろ  

「地域」の特性を描くことを念頭に、「地域」そのものを姐上に載せ、「地域」とは何かに  

ついて考える人類学を考えてみたい。  

2．タイ・ルーの移住と文化復興運動   

ここでは、タイ・ルーの移住について概観してみたい。   

現在の中国雲南省西双版納を本拠地とするタイ・ルーの北タイへの移住は、19世紀に集  

中している。16世紀から18世紀まで現在の北タイはビルマの支配下にあったが、18世紀  

末、バンコクの王朝の支援でビルマ勢力を後退させ、北タイのランナー王国が復興した。  

ランナー王国のカーウイラ王は、荒廃した土地の開拓のため、タイ・ルーなど周辺タイ系諸  

民族を移住させた。   

タイ・ルーの北タイヘの移住史は、現地に伝わるタイ・ルー語文書、伝承（およびそれを書  

きとめたもの）から知ることができる。それらによれば、19世紀の移住は、西双版納東部か  

らの移住、同西部からの移住に分けられる。前者は、ナーン県、パヤオ県、チェンラーイ県  

のメコン川寄りなど北部タイの東部地域に分布する。後者は、主としてチェンラーイ県、  

チェンマイ県、ランプーン県、ラン／トン県など北部タイの中部・西部に分布する。   

タイ・ルーと北タイのマジョリティーでランナー王国の民タイ・ユアンとの文化差は元来  

小さく、100年以上にわたって隣り合って居住することで、その差が更にあいまいとなり、  

更にタイ国民文化形成過程で中部タイの影響に覆われ、外面的なタイ・ルーの特色は消失  

したかにみえる。そうした状況において、多くのタイ北部のタイ・ルー村落では、出身地  

の精霊を定期的に示巳ることが、タイ・ルーのアイデンティティーを確認する一つの手段と  

なってきた。シプソーンパンナーでは、中華人民共和国成立以前まで、こうした精霊祭祀  

が行われており、それは統治者の権威と関わった。しかしながら、北部タイに移住したタ  

イ・ルーは、このような政治的権威とかかわらず、故地とのつながりを意識させるものと  

して、タイ・ルーとしてのアイデンティティーと関わってきたのである。   

北タイのタイ・ルーは、19 

張している。これは、冷戦が終結に向かうことでインドシナ半島の情勢が安定し（1988年  

にタイ首相が「インドシナを戦場から市場へ」と宣言）、中国、ミャンマー、タイ、ラオス  

の共同開発計画（「黄金の四角地帯」）が始まったことにも関係している。雲南省の政府要  

人・経済関係者・研究者が北タイを訪問し、ランナー（北タイ）とシプソーンパンナー（西  
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双版納）の文化の比較シンポジウムも行われ、タイ人の西双版納訪問も可能となったので  

ある。   

パヤオ県チェンカム郡は、北タイでタイ・ルー人口が最も多く、1995年より、毎年1回、  

タイ国内のタイ・ルーを招いてタイ・ルー文化保存のイベントを催している。2001年には、  

チェンカムのタイ・ルー出身の労働福祉省副大臣により、タイ・ルー協会が設立され、各  

地にタイ・ルー文化保存会が設けられた。また国家文化委員会のもとにある県や郡の文化  

評議会でも保存を奨励している。本研究における主たる研究対象である、ナーン県ターワン  

パー郡では、故地の精霊を祀る守護霊儀礼がそうした流れの中でイベント化され、「タイ・ル  

ー」であることの主張に用いられることになる。   

以下、ナーン県ターワンパーの事例をみることにしたい。  

3．ターワンパーヘのタイ・ルーの移住   

本研究で扱うのは、ナーン県ターワンパー郡パーカー区N村丁村及びシープム区D村のタ  

イ・ルー3か村である。彼らの移住は、19世紀のシプソーンパンナー王国の内部抗争で敗  

れた、メコン川東部に位置するムアンラー首長がナーンヘ逃亡し、ランナー王国の一翼と  

なっていたナーン王に土地を与えられて定着したことによる。移住のルートとしては、ム  

アンラーから現在のラオス北部、ルアンナムター、ヴィエンプーカー、ホイサーイを通り、メ  

コン川を下り、現在のタイ・ナーン県ソンクウェーを経て移住したと思われる。また、ターワ  

ンパーから現在のパヤオ県チェンカムヘ移住する流れもあり、更に、ターワンパーからムアン  

コープ（現在ラオス・サイニヤプリー県）へ北上する流れも存在した。ターワンパー、チェン  

カム、ムアンコ「プでは、次章で述べるような守護霊儀礼を同じように行ってきた。   

ムアンラーから移住し、ナーン王の政策に従い定着したタイ・ルーは、19世紀末、ラー  

マ6世期の中央集権化政策によって近代的行政組織に組み込まれる。移住期に中心となっ  

た村（D村）は、当初、政治上重要な位置にあったが、移住期に周辺的であった村（N村）  

が自主的な開拓を進めて経済的に繁栄するようになり、また、1979年以降、村落開発に関  

して全国一に輝いた有能な村長の元、地域開発の中心的役割を担うようになる。  

4．ターワンパーのタイ・ルーの守護霊儀礼とその変化   

ナーン県ターワンパー郡のタイ・ルー3か村は、故地シプソーンバンナーのムアンラーの儀  

礼を共同で再巳ってきた。   

移住当初、儀礼はD村で行われていたが、すぐ後、N村に儀礼場が移った。チャオルアンム  

アンラーの儀礼と称するこの儀礼では、シプソーンパンナーでの戦いで死んだ首長の霊とさ  

れる主神チャオルアンムアンラーを中心に、その配下とされる20あまりの守護霊を示巳る。  

これは、主神を中心とする軍団をイメージするパンテオンで、戦争に敗れて移住したという  

歴史のイメージを呼び起こすものである。主神はN村に、その他の守護霊は普段は親族集団  

の守護霊として3か村に散在しているが、儀礼の際にN村の儀礼場に集合する。儀礼は3年  

－6＿   
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にl度3日間行われ、水牛・牛・白豚・黒豚の供犠が行われる。   

こうしたあり方を基本としてきた儀礼は、近年大きな変化をとげた。儀礼の変化は、N村の  

村長が1979年以来、パーカー区の区長となり、地域開発の中心的役割を果たすようになって  

のち、N村の発展を願ってN村の儀礼場にあった主神の嗣が武人の銅像に建てかえられた  

（1984年）のが始まりであるが、大きな変化は90年代に入ってからである。以下、90年代  

における儀礼の変化のプロセスを「はじめに」で述べた3つの側面に従って整理してみたい。   

（1）観光化と儀礼の分裂。1990年、儀礼は中断されていた供犠が復活し、観光客に宣伝  

されるなど肥大化した。儀礼の主導権をもち、儀礼はN村の村おこしとして機能した。D村  

はムアンラー首長の子孫が住み、多くの守護霊が分布し重要な役割をもつにもかかわらず、  

利益を得ず、N村との間に心理的葛藤が生じた。この結果、1996年、儀礼はN村とD村の2  

か所に分裂した。（2）歴史モニュメントの建立。1984年、N村に主神チャオルアン・ムアン  

ラーの銅像が建ち、1991年、チャオルアン・アヌパープ（移住時のタイ・ルーの首長で、D  

村に居住）の詞が建つ。更に1996年、D村にも主神チャオルアン・ムアンラーの嗣が建てら  

れ、チャオルアン・アヌパープの肖像画も描かれた。2000年には、D村にチャオルアン・ム  

アンラーの馬に乗った銅像が独自に作られた。（3）儀礼における担い手の変化。儀礼の中心  

は、諸神のプリーストなどの宗教的職能者から、教員などを中心とする「村おこしグループ」  

へと移った。また、歌の専門家チャーンカブが神を呼び出していたが徐々に衰退し、婦人会  

メンバーのカブ・ルー（タイ・ルー民俗歌謡）が中心となった（1990）。ついで「高齢者民俗音  

楽クラブ」が設立され、儀礼で演奏をし、移住と主神について歌うようになった（1999）。2002  

年には、「高齢者健康増進クラブ」による高齢者エアロビクスが主神銅像前で「奉納」された。   

以下、それぞれについて詳しくみてみたい。  

5．ターワンパーの地域開発と守護霊儀礼   

儀礼の変化の過程は、地域開発の様々なファクターとかかわっている。   

儀礼は、1990年に大きく変化するが、それは、N村における儀礼の観光化に始まる。こ  

の時、N村の教員を中心とするグループが、故地シプソーンパンナーのムアンラーを訪れ  

その模様をビデオに収録し儀礼で放映した。これは、冷戦の終憲によって閉ざされていた  

タイ・ミャンマー・ラオス・中国国境が解放に向かったことによって実現したことである。  

この国境開放は4か国の共同開発「黄金の四角地帯構想」を生み出したが、ナーン県もそ  

の一環にある。ナーン県は、ラオス北部ルアンパパーンを経て中国雲南西双版納に抜ける、  

現在開発中のルートの拠点でもあり、ターワンパーのタイ・ルーもそうした戦略の中にあ  

る。   

また、N村とT村は／トカー区（区一夕ンボンと呼ぶ。郡の下位行政単位）に属し、D  

村はシープム区に属する。／トカー区は、様々なタイ系民族からなる。タイ・ルー（N村、  

T村）の他、北ラオス・シエンクワーン地方を起源とするタイ・プアン（F村）、ミャンマ  

ー・シャン州・チェントウンを起源とするタイ・クーン（M村）、北タイのマジョリティー、  
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タイ・ユアン（DK村。但し、この村人はタイ最北端に近いチェンセーンから移住）であ  

る。これらは、19世紀にナーン再開拓のために移住したメコン中流域に分布するタイ系民  

族である。パーカー区には、現在の国境を越えた「地域」の「歴史」が凝縮されているの  

である。これらのタイ系民族は、長きにわたって、北タイのマジョリティー、タイ・ユア  

ンの影響をうけ、更にタイ国民文化の影響で、日常的差異は少なくなっていった。しかし  

ながら、90年代を中心に、パーカー区の各村には、過去の生活を展示する村落博物館がで  

き、こうした歴史や文化をアピールするようになる。   

N村は、80年代より主神の銅像化や村落博物館をつくるなど、パーカー区の中でもいち  

早く自らの歴史・文化のアピールを始めた村で、儀礼の再編もその一環としてなされたも  

のである。これは、この時期のN村村長が、農村開発に関して全国一に輝き、パーカー区  

区長として地域開発の要となっていったことと関わっている。儀礼の再編によって歴史・  

文化をアピールすることは、「タイ・ルーであること」の意識的な演出でもある。この動き  

は、一見、民族のアイデンティティーの再構築のように見えるが、実は、核心は別の所に  

ある。それは、タイ・ルー3か村が、協力して文化のアピールを行ったわけではないことに  

も表われている。   

N村中心の村おこし的な儀礼の変化は、D村に利益を与えず、N村との間に心理的葛藤  

を生み、1996年に儀礼は分裂する。その後、D村は独自の村づくりのために、この儀礼を  

利用していく。この背景には、区（タンポン）の自治体化がある（1994）。これは、民主化  

の流れの中で進められた地方分権政策の一つである。先述のように、N村・T村とD村は  

異なる区に属する。D村は区の自治体化により、区レベルで予算の策定が可能になったが、  

このことが、D村の自立を促した一要因と考えられる。   

また、1980年代より市場経済の農村への影響が深まり、都市と農村のネットワークが形成  

され、個人は村落外へ分散する傾向にあった。歌の専門家チャーンカブから婦人会のメンバ  

ーに移った儀礼におけるカブ・ルーの内容も、儀礼で守護霊を呼ぶ内容から個人の幸福を願  

う内容に変化している。儀礼の変化は、単にタイ・ルーのアイデンティティーの再構築では  

なく、村人の行動・生活が個人を基調とするものへと変化する傾向と、それをまとめよう  

とする村落の再構築への動きとも関わっている。   

儀礼の変化は、村落社会の変化と村落の再編、タイの民主化政策としての地域開発及び  

黄金の四角地帯構想の一翼としての側面という、地域開発と関連する様々な枠組みと関わ  

っているのである。  

6．儀礼の変化と様々な歴史表象   

儀礼の変化のプロセスと並行して、様々な歴史モニュメントがあらわれた。  

1984年にN村に主神の銅像が作られたが、その時、N村に伝えられてきた1冊の古文書の  

現代語訳がなされた。この古文書は、ナーンヘの移住の歴史をタイ・ルー語で記したものであ  

り、その現代語訳は、N村の発展を願う銅像落成記念出版物の一部として掲載された。この  
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古文書の現代語訳では、N村が母村のように書かれている。しかしながら、原文にはどこが  

母村であるかという記述はない。一方、D村では、D村が母村であるとし、観光化がなされ  

た1990年の儀礼の翌年、1991年に、移住時の首長チャオルアン・アヌパープの桐が作られ、  

以後、毎年祀られるようになる。そして、1996年の儀礼の分裂後、D村には、次々と歴史モ  

ニュメントがつくられたのである。   

実際、様々な伝承、地理的環境を吟味するとD村が母村である可能性が極めて高い。移  

住時の首長チャオルアン・アヌパープに関しては、伝承しかないが、D村に定着したとさ  

れ、その館も近隣にあり、その土地がD村、T村に存在したという。また、タイ・ルー移住  

以前に建てられた寺院の跡もD村丁村付近にあり、以前から人が住んでいたことがわかる。  

一方、N村付近は、川の蛇行が激しく、かつての川のあとである三日月湖も多い。このよ  

うな土地に最初に移住することは考えにくい。   

しかし、これはあくまで外部者が再構成した歴史であり、それとは別に、現地の人々に記  

憶され、解釈される歴史がある。N村とD村それぞれが自らを母村と主張し、それに基づい  

た歴史の表現を意識的に行うようになったのは、N村中心の儀礼の再編とそれに対抗して独  

自の村づくりを行ったD村の動きとかかわっている。N村における主神の銅像化、それに伴  

う出版物の古文書の現代語訳は、地域開発の中心となったN村中心の歴史の主張であり、D  

村はそれに対抗するかのように、次々と歴史モニュメントは作り出すに至った。N村、D村  

それぞれが、現在の立場から「歴史」を再編したのである。   

このことは1990年代の地域開発の流れの中でおこった問題であり、村落の開発競争とい  

う色彩を帯びた村づくりと関連している。  

7．儀礼の変化と「高齢者」の創出   

また、儀礼の変化のプロセスにおいて着日されるのは、儀礼の知識の担い手の変化である。  

ターワンパーの場合、儀礼の伝承は、高齢のモームアン（主神のプリースト）やカオチャム  

（諸神のプリースト）が担ってきた。ところが、儀礼の変化の過程において、儀礼の主催は、  

比較的若年の教員など「村おこしグループ」の手に移った。かつて儀礼に関する知識（儀礼  

の方法、移住の歴史など）は、タイ・ルー語の古文書、伝承などによってモームアン、カオ  

チャムなどの宗教的職能者が伝承し、限られた者が理解してきた。しかしながら、儀礼の変  

化の過程で、これらは、現代タイ語による行事次第、視覚的に理解できるモニュメント、移  

住史（古文書）の現代タイ語訳など、一般の人々が理解できる媒体で表現されるようになっ  

た。このことは、儀礼の中において専門家が知識を代々伝承することが重要でなくなったこ  

とを示している。  

1990年以降、タイ・ルーの民俗歌謡カブ・ルーも、専門家チャーン・カブから婦人会メ  

ンバーの手にうつった。1999年には、北タイ音楽を演奏する高齢者による楽団「高齢者民  

俗音楽クラブ」が編成され儀礼で活動するようになり、2002年には、「高齢者健康増進グ  

ループ」のエアロビクスが「奉納」されるに至った。ここには、儀礼において役割を果たし  
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ていた専門家の役割の衰退とともに、「高齢者」と銘打たれた集団が登場している。   

この背景には、1980年代以降に進んだ地域開発と並行して生じた社会の変化そして生活  

様式がある。市場経済・都市化による影響は、村人の行動範囲を拡大させ、テレビの普及  

もあいまって都市的文化を浸透させた。この結果、「子どもが伝統文化を知らない」と表現  

されるような状況が生まれた。前章でふれた村落博物館は、こうした社会の変化によって、  

かつての生活文化を伝えるべき遺産としてディスプレーする必然性が生まれたことと関わっ  

ている。このような生活様式の変化に伴う日常での世代間の伝承機能の衰退は、タイ全国で  

叫ばれるようになったもので、国家文化委員会が中心となり「伝統の知恵の見直し」が強  

調されるようになる。ナーン県でも、この国家文化委員会の統括下にある、県及び郡文化  

評議会が中心となり、「伝統文化の見直し」を進め、伝統文化に詳しい老人に役割を与えて  

いる。また、タイ国民の平均寿命が延び、60歳以上の人口が増えたことに伴い「全国高齢  

者協議会」が設立され（1989）、県・郡・区・村それぞれのレベルに高齢者クラブ（チョム  

ロム・プースーンアーユ）の支部ができつつある。これは、健康の維持と高齢者同士の相  

互扶助が主たる目的であるが、地域への貢献、文化の伝承もその役割とされている。日常  

的には、「老人」を意味する「コンタオ・コンケー」が用いられてきたが、これは伝続的知  

恵の伝承者というニュアンスをもつ。しかしながら、公的概念である「プー・スーン・ア  

ーユ（高齢者）」は医療費無料などのサービスを受ける 60歳以上の者を指している。高齢  

クラブの成立は、社会の変化により、伝統的知恵の受け皿が少なくなったことで、知恵の伝  

承者「老人」は援助の対象「高齢者」となり、あえて「高齢者」としての役割を再編せざる  

を得ない状況になったというようにも考えられる。   

90年代終わり以降、儀礼で役割を果たすようになった「高齢者」を冠したグループは、こ  

うした背景と関わっている。  

8．地域・歴史・福祉一地域人類学への展望   

以上、タイ北部ナーン県ターワンパー郡のタイ・ルー3か村の守護霊儀礼の変化に焦点を  

あてた。とりわけ1990年代に進んだ地域開発は村落間の利害関係を生み、儀礼の分裂を導  

いた。儀礼は故地の守護霊を祀り、故地とのつながりを表わしてきたが、その変化の過程  

で様々な歴史表象が生まれた。分裂して儀礼を行うようになった村落が、それぞれの立場  

から過去の再構築を行った結果である。儀礼の変化は更に、担い手の変化を生んだ。伝統  

的な宗教的職能者の役割は減少し、「高齢者」の名を冠したグループが登場したが、その背  

景には老人の社会的位置の変化がみられた。   

ここでいう地域開発は、メコン中流域の開発の一環という側面とタイ民主化の一環とい  

う側面の双方から考えることができる。1990年の観光化は、冷戦後の中国、タイ、ミャン  

マー、ラオスの共同開発への動きに従って、国境が開放に向かい、ターワンパーの村人が  

故地を訪れたことが契機となっている。また、ターワンパーのタイ・ルー村落は、メコン開  

発の観光開発戦略の中にある。こうした国境の開放と同時期に進んだ高度経済成長に伴う  

ー10＿   



人類学研究所通信  第12号  

社会の変化により、「伝統的共同体の崩壊」が危倶され、伝統的知恵の見直しの必要性が語  

られるようになる。このことは、1990年代に進展したタイの民主化政策のもと、地方分権  

とともに進展した、地域の文化を重視する文化政策ともかかわる。伝統的共同体の崩壊は  

伝承機能を衰退させたという言説が生まれ、老人の社会の役割の再編が試みられるに至っ  

た。ここには、文化・福祉といったソフトな部分を通した国家の影響力がみられる。   

また、冷戦後の複数の国家による共同開発、国境を越えた交流の開始は、それを念頭に  

おいた地域開発を生み出した。ターワンパー郡パーカー区は、19世紀、メコン中流域に分  

布するタイ諸族の移住によってできた多民族社会であり、その意味で現在の国境を越えた  

「地域」の「歴史」が凝縮されている。そして、近年、開発の文脈でそれが思い起こされ、  

新たな「歴史」表現によってアピールされている。しかしながら、国境を越えた開発・交  

流は、昔の国境を越えたつながりを復興させるわけではない。パーカー区に凝縮された19  

世紀の「歴史」は、国家の開発の文脈で思い起こされるのである。ここには、厳然として  

存在する国家という存在がある。   

本研究で扱ったのは、移住先のケースであるが、故地の状況も含め、移住の歴史を広い  

開発の文脈で少しふれておきたい。  

1990年、ナーン県ターワンパー郡N村の人々は故地ムアンラーの母村とされる村を訪れ  

たが、そのムアンラーの村が自己を母村と認識し始めたのは、実は、N村の人々の訪問以  

降のことであるという。N村はこれをきっかけに村おこし的な観光化に向かったが、ムア  

ンラーの「母村」も、故地の自覚を契機として観光化への道を模索し始めた。   

また、ラオス北部の古都ルアンパパーンは1995年、町ぐるみ世界遺産となった。そして、  

ナーンも町ぐるみの世界遺産計画をたて、ムアンラーも豊かな自然を売り物とした世界遺  

産計画をたてている。ナーン県全体としては、エコツアーや文化見学のホームステイを中  

心とした観光を企図している。ナーン県ターワンパー郡のタイ・ルー3か村とムアンラーの  

「母村」は、現在ともにこうした流れの中におかれている。ムアンラーからナーンヘの移  

住の物語は、現在、ナーンールアンパバーンームアンラーのルートの開発の中で再編され  

ているのである。しかしながら、この場合も、開発はそれぞれの国家の文脈で進められて  

いる。   

本研究では、できるだけ地域の文脈で地域の現象を理解し、解釈するという方法をとっ  

た。この方法は、地域の特質を明らかにし、地域とは何かを考えるために有効であると考  

えている。この意味で、「地域研究」と呼ばれる嶺域と関わる方法ではある。「地域研究」  

について、例えば立本は、「地域の論理を（われわれが）理解し、（われわれが）地域区分  

を行う」ものと述べている。ここで目指しているのは、それとは異なり、彼らの意識する  

「地域」、彼らの歴史世界と関わって立ちあがってくる「地域」というものを捉えることで  

ある。こうした意味での「地域」は、本稿で示した例のように、時に現代の国家を越えた  

ものであり、それは国家の一部として位置付けられる実体としての「地域」との緊張を生  

むものでもある。従って、こうした意味での「地域」という概念は、極めて現代的な問題  
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として考えられなくてはいけない。   

人類学の営みは、やはり、フィールドワークに基づいてミクロな文脈で人々の営みを観  

察・記述することが基礎であると考える。筆者は、それを社会理論に結びつけるのでなく、  

むしろ地域の特色を描く立場に立ち、以上述べたような意味での「地域」を考えることを  

目指したい。林は、地域の文脈をふまえ「相互に交渉する人々が民族として生成される過  

程をも含んだ個別文化の動態的メカニズムを解明する」あり方を「地域人類学」的なあり  

方と述べている。筆者は、更に現代的な「地域」生成の動態的メカニズムを「地域人類学」  

の方向として考えたいと思っている。  
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論文◆バリ島ウブドの日本人店舗（2）一爆弾テロ事件以降の出来事をめぐる覚書一  

南山大学人文学部  吉田 竹也  

Ⅰ はじめに   

この小品は、バリ島の1観光地ウブド（Uもud）における日本人の店舗ビジネスについて論  

じた拙稿「バリ島ウブドの日本人店舗－グローカルなビジネスと生の民族誌－」で十  

分論及できない点を補遺する目的で書かれた覚書である。   

当該論文（以下では「主論文」と呼ぶことにする）は、2001～2003年度の南山大学人類  

学研究所の第7期長期研究プロジェクト「アジアにおける『市場（market）』をめぐる固有  

論理に関する学際的研究」の研究成果として、2004年度に刊行を予定しているものであり、  

2002年8月時点での日本人やバリ人にたいするインタヴューをおもなデータとして、ウブ  

ドで店舗を経営する日本人とそのビジネスの動向や特徴について記述し、整理を試みたも  

のである。ところがこの2002年の資料収集のあとに、バリ島クタにおいて爆弾テロ事件が  

おき、さらにいわゆるイラク戦争とSARSがこれにつづいて、／†り観光は大打撃を受け  

た。2002年8月の時点では私も、私がインタヴューしたバリ在住の日本人やバリ人も、思  

ってもみなかったような不況がその後のバリを襲ったのである。私は2003年8月にバリに  

行き、前年に調べのこした点を補足する資料収集をおこなったが、その作業の過程で、こ  

の予定している主論文にはとりこみがたい論点や民族誌的事実について、別稿のかたちで  

整理するべきではないかと考えた。その結果がこの小品である。   

本稿の目的は、この爆弾テロ事件以降の観光不振、そして遡れば、1998年の通貨危機に  

端を発する社会混乱と2001年のアメリカ同時多発テロにつづいて、ここ数年間で3度目と  

なる観光不振が、ウブドにおいてビジネスを展開する日本人にたいして与えた実質的そし  

て心理的な影響を、記述することにある。この観光不振がバリの経済社会にいかなる影響  

をもつものだったのかを評価確定する作業は、もうしばらく継続的な観察を踏まえた上で  

おこなうべきであろうし、それは本稿での私の関心事ではない。ここでの関心は、ウブド  

周辺に在住する日本人とそのビジネスに関わる範囲で、現状（2003年9月時点）で把握し  

えた点を、いわば備忘録的に報告することにある。   

本稿の依拠する資料は、とくに断りがないかぎり、私がバリ島ウブド周辺で見聞した情  

報にもとづいている1）。なお、クタやウブドといったバリの観光地についての概観、ここで  

の議論の対象となる観光地ウブドの範囲やその概況など、本稿の議論対象や資料について  

の背景説明は、主論文に記載する予定なので、ここでは省略することにする。  

Ⅱ ウブドの現況  

2002年10月12日にバリ島南部の観光地クタのディスコで爆弾テロ事件がおきた。一部  
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の報道によれば、犯行はアメリカの同時多発テロ事件から1年後の9月11日をねらったも  

のだったともいう。インドネシアにおけるイスラム過激派のテロ活動は十分予想されてい  

たし、小規模な事件は実際に起きていたのだから、それがバリでも起こるかもしれないと  

いう点は、識者には予想されたことだっただろう。しかしながら、私の知るバリ人やウブ  

ドに滞在する日本人にとって、そしてバリはインドネシアの中でも治安のよい地域だと思  

ってやってくるおおくの観光客にとって、これは衝撃的な事件だった。   

この爆弾事件の直後、クタから30kmほど離れた内陸部の観光地ウブドは、危険を感じ  

てク夕方面から逃れてきた外国人観光客であふれかえり、ホテルはどこも満室状態となっ  

た。このふってわいたような活況は、しかし3日間．でおわった。帰りの飛行機が飛ばなく  

なるかもしれないという噂も出て、観光客は引き潮のごとくウブドからひいていった。   

こうしてはじまった閑散とした状況は 

イラク戦争、そしてSARSがつづいて、日本の春休みとゴールデンウイPクにあたる時  

期も十分回復しなかった。ウブド在住のある日本人のいうように「爆弾、戦争、SARS  

のトリプルパンチ」によって、ウブドでは閑古鳥が鳴く日がつづくことになった。2003年  

8月にタクシー運転手や観光関連産業で接客業に従事するバリ人たちに訊くと、この間は  

「例年の7割減」あるいは「9割減だった」などという。インドネシア政府当局などが出  

しているデータを参照すると（c£http：〝ⅣWWtOurismindonesia．com／news）、バリ全体でテ  

ロ後の11月では前年のおよそ6割減、2003年1月～7月の期間では前年のほぼ4割減とい  

った数字になるが、バリ人の印象ではこうした数字以上の深刻な状況だったようである。  

ウブドでは、台湾人観光客が団体でやってくるのが目立つだけで、いつも観光客が行き交  

うモンキーフォレスト通り（JalanMonkeyf－oresけから外国人観光客がはとんど消えてしま  

ったような状態だったという。2003年7月になってようやく観光客が戻ってきたものの、  

私が見聞し観察したところでは、8月のピーク時も長続きせず－この月の初旬にジャカル  

タのホテルであった爆弾テロ事件の影響もあったかもしれない－、8月の下旬になると  

客足は昨年の同時期よりも減っていった感がある2）。   

ウブドの観光客向けのレストランのおおくでは、爆弾テロ事件以降は1日の客がせいぜ  

い数人、あるいはゼロという状態がつづくので、夜の営業時間を早めに切り上げるように  

なった。さらに従業員の半数ちかくをやめさせる、あるいは何人かをやめさせ、残った従  

業員の給料も半分近くにカットする、といった荒療治に訴える経営者も続出した。さらに  

おおくの店舗がそうした手段に出るので、これを好機とばかりに追従する経営者も出た。  

客が来ないの．は土産物屋もおなじであり、こうして土地や建物の貸借契約が切れても更新  

しない店舗や、閉店に追い込まれる店舗もいくつか出た。あらたな店舗やホテルの建設計  

画が途中でストップしたケースもある。こうした点は、あとで簡単に触れるように、日本  

人が実質上オーナーとなっている店舗やホテルの場合にもみられる。主論文で指摘するよ  

うに、ウブド周辺に在住し、当地でビジネスを展開している日本人の経営規模は総じて小  

規模である。しかもそれらの店舗のはとんどは日本人観光客を主要な顧客に想定している。  
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この種の事件にたいして敏感な日本人観光客が激減したことによって、経営基盤がかなら  

ずしも強固ではない大半の店舗は大打撃を受けたのである。   

ここで参考までに、私が2002年8月28日～31日と2003年8月12日～14日にウブド  

の街並みを歩いて目算した店舗の種類と数を、表に記載しておく。表は、ウブド中心部に  

おいてほぼ連続体となって展開している店舗や宿泊施設を数えたものである。複数の顔を  

もった店舗（レストランだがインターネットカフェを併設する、土産物屋ともギャラリー  

ともいえる、など）はそのいずれかに分類したが、2002年と2003年で異なるカテゴリー  

に算入しなおしたものが若干ある。また、ウブドの周辺部に点在する少数の店舗や宿泊施  

設などは算入していない。したがって数値はあくまで概算である。ただそれでも、2002年  

と2003年のデータから、いくつかの特徴をみてとることはできる。なお、表中のワルン  

karun∂とは現地人向けの雑貨屋や簡易食堂である。ただし、ウブドでは現地人だけでな  

く観光客も利用することがある。「その他」の範疇に入る店舗は、ラウンドリー、電気店、  

インテリア、ペットショップ、刺青、縫製などで、現地人の利用する諸店舗がおおい。   

以下その特徴を指摘する。（Dこれら現地人向けの店舗を除外してみると、この1年間で  

観光客向けの店舗の数は減少しているといえる。②とくに土産物屋、つまり同規格で大量  

表 ウブドの店舗 （）内は日本人経営者の店舗数  

2002年8月  2003年8月   

ホテル・民宿   220（04）   214（04）   

飲食店（ワルン除く）   105（16）   10も（17）   

土産物屋   474（09）   430（08）   

ギャラリー・美術品   187（）   166（0）   

ブティック   97（15）   96（13）   

ワルン・日用品   94（）   111（0）   

美容・マッサージ   25（01）   35（02）   

旅行・配送業   68（02）   64（03）   

銀行・両替商   15（）   21（0）   

音楽・DPE・文具   24（）   22（0）   

電話・インターネット   06（）   20（0）   

医院・薬局   12（）   16（0）   

そ  の・他   33（）   53（0）   

空き店舗・作業中   148（1）   148（ゎ   

合  計   1519（48）   1505（47）   
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に生産される家内工業製品としての土産物を販売する店舗がかなりの減少を示している。  

その種の店舗は商品面でたがいの差別化が難しいし、もともと店舗が乱立状態であったの  

で、売上の落ち込みが激しい店舗が淘汰されたと考えられる。②′なお、ギャラリーや美  

術品を売る店舗も減少している。この範噂は、土産物屋で売られる商品にちかいもの（相  

対的に規格化された絵画・彫刻・銀細工などの美術工芸品）を販売する店舗から、オリジ  

ナリティを追求した美術作品を販売する店舗まで、かなりの幅があり、店舗減少の背景を  

十分特定化することは難しいが、やはり乱立気味の中での淘汰があったと考えられる。③  

これにたいして、ブティック、つまりブランド化をはじめとして商品のオリジナリティを  

高め、比較的高価な衣類や雑貨を売る店舗の総数は、かわっていない。美術作品はど単価  

は高くなく、数が売れ、利益率が高いことが、生き残りの背景と考えられる。④美容院・  

マッサージ・エステティックサロンの範鳴lま、全体の趨勢に反して増加している。内実は、  

マッサージやエステサーヴィスを提供する店舗の増加である。これは近年のバリ観光が「癒  

し」をバリの魅力としてアピールするようになっていることと対応していると考えられる。  

⑤最後に、表では空き店舗の数と作業中の店舗の数とは弁別せず一括して記載したが、2002  

年と比べて明らかに2003年は空き店舗の数がおおくなっている点、観察しえたということ  

を指摘しておく。   

さて、こうした全体的な特徴は、ウブドの日本人店舗についてもおおむね当てはまると  

いえる。私が知るかぎり、2002年9月からの1年間にウブド中心部であらたに開業した日  

本人関係の店舗は、飲食店3、日本の大手旅行代理店の支店1、エステサロン1であり、  

ほかに、ウブド周辺部なので表には記載していないが、ウブド東隣のプリアタン村のトウ  

ブサユ（Tbbesaya）にレストラン1軒、ウブド西南隣のぺネスタナン村（Penestanan）にワル  

ン1軒、ウブド西北隣のクデワタン村（Kedewatan）にバーが1軒、である。逆にウブドでこ  

の1年間に閉店になった日本人経営の店舗は、飲食店2、ブティック2、である。増減を  

相殺して考えれば、ウプド在住の日本人の店舗はなお増加の過程にあるといえるし、飲食  

店が相変わらず増えているという点を指摘できるが、現実はかならずしも順調ではない。   

たとえば、2002年12月に開店したあるレストラン一正面に田園風景を臨むロケーシ  

ョンにあり、夜になると蛍がたくさん見られることをひとつの売りものにしている－の  

隣には、別の日本人がオーナーとなるちいさなホテル（ヴィラ）が同時にオープンの予定  

であった。このレストランとヴィラのオーナーは知人同士であり、営業面でも相互補完的  

な関係となることをたがいに期待していたと考えられる。しかし後者はまだ建設の段階に  

入っておらず、土地だけが確保されたままにおかれている。また、2003年8月にオープン  

したトウブサユのレストランの場合、建物自体は2年ほど前にすでに完成していたのだが、  

アメリカでの同時多発テロによる客足の低下などをうけて、開店を延期して今日にいたっ  

たという経緯がある。しかも開店後すぐに、中心格の日本人オーナーー この店舗はバリ  

在住の彼と、日本在住の2名の、合わせて3名の共同出資による店舗である－が妻子を  

連れて国外に数年は移住することが決まり、あらたに店の管理や運営を任されることにな  
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ったこのオーナーの友人（出資者ではない）が、メニューやマネージャーの人選もふくめ  

て、今後どのように修正するかを考えはじめているところである。   

これら新規に開店した店舗の中で、まずまずの成功をおさめているのは、ウブドのバリ  

料理レストランとクデワタンのバーくらいであり、開店間もないとはいえ、あとはかなら  

ずしも盛況といえない状態のようである。もっとも、開店して数年たつような他の日本人  

の店舗も、総じてこの1年間の売上は低調である。このバリ料理レストランとバーについ  

ては主論文で触れるので、ここで詳しく言及することは避ける。ただ、前者は低コスト・  

低料金の飲食店を志向し、後者は高コスト・高料金だがそれに見合ったサーヴィスを提供  

することで顧客満足を得ようとしており、この点で対照的といえる一方で、両者ともに既  

存の店舗にはない際立った特徴一前者ははじめてのバリ料理レストランを標摸し、バリ  

の田舎びた雰囲気をモダンなセンスと融合させている。後者はウブドではじめての本格的  

なバーであり、独特の店舗空間を演出している－をもっているがゆえに、他店舗からの  

差別化に成功し、結果として繁盛しているということを、指摘しておく。日本人店舗にか  

ぎらず、メニューやコンセプトに独自性をもった店舗tリラックスした雰囲気でドリッ  

プコーヒーが飲める、イタリア人オーナーシェフのピザが食べられる、など－は、客足  

が激減したこの時期においても、それなりに繁盛している。   

また、ウブドは個人旅行者が中心の観光地であり、かなりリピーターがおおく、これが  

いわゆる常連客となって馴染みの店を訪れるという傾向も指摘できる。たとえば、モンキ  

ーフォレスト通りに開店してすでに20年近くになるあるレストランは、5年ほど前に店舗  

の契約が切れたので100mほど南に移動して、おなじ店舗名で営業をつづけている。最近親  

夫婦から代がわりして、息子夫婦が店を切り盛りするようになっている。それがジャワ人  

の夫と日本人妻の夫婦であり、5年間は夫婦とも日本で働いて資金を貯めたという（この  

経緯があるので、日本人が店舗を開業したわけではないが、表では日本人の経営する店舗  

に算入している）。この店はかなり低価格に押さえていることに加えて、毎年のように再訪  

する常連客のおかげで、周辺のレストランと比較して抜きん出た集客力をもっている。低  

価格という点だけならば、やや立地条件は悪いものの近くに類似のレストランはあるのだ  

が、そちらはなかなか客が入らない。こうした常連客の存在は、（規格品を売る）土産物屋  

や（中級以下の）宿泊施設にとっての方がより重要かもしれない。どちらも売り物（商品  

や部屋設備）という点で競合店との間に差別化をはかることが難しいからである。それゆ  

え、顔と名前を覚えた客にはできるだけフレンドリーにふるまい、価格を値下げし、サー  

ヴィスを付加しようとする（あるいはそのようにふるまう）。いわば売り物は買得感と安心  

感なのである。   

新規にオープンする店舗の成功とは、その意味では常連客をあらたに獲得していく過程  

にほかならない。ところが、爆弾テロ事件以降の状況では、そうした店舗が常連客を獲得  

していくことは困難になっていると考えられる。というのも、クタでの（そしてジャカル  

タでの）爆弾テロ後のいまウブドにやってくる観光客は、多少のリスクはあってもぜひと  
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もバリにそしてウブドに行きたいという動機をもった観光客だということになるが、それ  

は新規の観光客よりも、リピーターの方が圧倒的におおいと考えられるからである。そし  

て、新規のリピーターが増加していく可能性があまりない現状では、あらたに開店した店  

舗は、どこかの店舗の常連である客を奪い取らなくてはいけないことになる。しかも日本  

人が経営する店舗のほとんどが主要な顧客層として想定していた日本人観光客は、テロ・  

戦争・SARSといった問題にかなり敏感に反応した。開店して1年足らずの店舗のほと  

んどが集客に苦しんでいるのは、こうしたどこかの店舗の常連客であるリピーターに十分  

訴えかける魅力を欠いているということである。   

今回のような観光客の激減は、これ以降テロ事件がバリで再発せず、またSARS問題  

が収束していけば、やがて上昇に転じ、もとに戻ると考えることもできるかもしれない。  

しかし、たとえそうなったとしても、私はウブドで新規に開店する店舗がおおむねどこも  

順調に業績を伸ばしていくだろうとは予想していない。なぜなら、今回の観光不振の前の  

段階で、すでに土産物屋にしても飲食店にしても、あるいは宿泊施設にしても、ウブドの  

観光ビジネスは過当競争気味だったと思うからである。ウブドに10年以上滞在するある日  

本人男性（主論文のC氏）も、同様の印象を私に語っている。彼によれば、ウブドのレス  

トランは4～5年前から過当競争気味だという。ここ数年、8月のピーク時でも、1回は  

満席になっても、1日に2回満席になるレストランはまずない、といえるからである。こ  

うした限られたパイを分け合う状況の中で、あえて飲食店をおこそうとすれば、苦しい競  

争を迫られるのは必至である。いま外国人が店舗を開業するとなると、最低でも150万円、  

通常の店舗でおそらく2～300万はかかる。ウブドの目抜き通りであれば、ちいさな店でも  

1年で50万円ほど賃貸料がかかり、これに店舗の改装もしくは新築の費用、そして維持費  
が必要となる。日本人からみるとたいした金額ではないようにみえるかもしれないが、現  

地の物価や観光関連でない通常の物件の水準からみれば桁外れの数字である。C氏は、こ  

うした出費の減価償却とその後の利益の回収を見越して月の売上を設定すると、とてもビ  

ジネスとして飲食店をやっていけるとは思えない、という。しかも彼によれば、土地や建  

物の所有者であるバリ人は若干弱気になってはいるものの、爆弾テロ以降もウブドの土  

地・店舗の賃貸料は下落しておらず、今後値下がりするという雰囲気もいまのところない  

という。   

むろん、ウブドにはもはやビジネスチャンスがない、というわけではない。しかし他店  

との差別化に成功しなければ、新規に飲食店・土産物屋・宿泊施設などを開店しても、そ  

れがビジネスとして成功する可能性は今後ますます低くなるとみなければならないだろう  

し、もっと悲観的な見方をすれば、やがて観光バブルがはじけ、ウブドの観光ビジネスの  

おおくが破綻するという可能性すら考えなくてはいけないはずなのである。そして、すく  

なくとも（ビジネスの経験の有無にかかわらず）数年以上ここに滞在する日本人たちは、  

ウブドでのビジネスが；れから相当厳しいものになるだろうということを認識している。  

たしかに、それでもあらたにウブドで飲食店をはじめとしてビジネスを展開しようとする  

ー19－   



人類学研究所通信 人顎芋研究所通信  う第12号  

日本人はあとにつづいている。そのひとつのおおきな理由は、こうした日本人の店舗開業  

が、実はビジネスの成功を一義的な動機としていないことにあると私は考えるが、これに  

ついては主論文で論じるので、ここで繰りかえさない。ただ次の2点はここで指摘してお  

きたい。ひとつは、現在の不振がかならずしもテロ・戦争・SARSによる一過性のもの  

ではなく、むしろ事件の余波という表面的な理由を1枚はがしたあとには、これまで沈殿  

してきたウブドの観光産業がかかえる構造的な脆弱性一個々の経営者にも、また街全体  

としても、計画性・財政基盤・経営合理性などが不十分である－が横たわっているとい  

う点である3）。そしてもうひとつは、ある種の飽和状態にちかいところに観光地ウブドがき  

ている以上、今後は合理的な経営をやってのける店舗－ウブド在住のバリ人・外国人の  

小規模経営の店舗よりも、むしろクタやサヌール方面に拠点を構える店舗の支店やこれと  

提携する店舗など－か、もしくは利益の回収を必要としないいわば道楽半分の店舗が、  

結果的にのこる可能性が高いだろうという点である。  

Ⅲ 観光不振と人生設計   

上では、数年以上にわたってウブドに滞在している日本人たちが、今後のウブドでのビ  

ジネスにたいしてかなりの危機意識を抱いていると述べた。この間題は、今後のビジネス  

の見通しにかぎった問題ではなく、むしろバリで生きることを選択した彼ら日本人の人生  

設計に関わる問題でもある。ここではこうした点について触れることにする。   

その前にこれまでの経緯を簡単にふりかえっておこう。1990年代前半、インドネシア政  

府はインドネシア観光年（1991年）やアセアン観光年（1992年）などのイベントにも訴えつつ、  

国内の観光地のさらなる開発に力を入れた。とくにバリは、ジャカルタと並ぶ国際空港を  

もっており、内外の各航空会社のバリ就航便の増発増便によって増えつづける外国人観光  

客を吸収することに成功し、さらにジャカルタを中心とした国内の大都市在住の新興富裕  

層をも受け入れつつ、一層発展していった。この1990年代は、ルピア安がじわじわと進み、  

インドネシアの国民経済がインフレもからんでかなり深刻な状態となっていく時期でもあ  

った。しかしルピアの下落は外貨をもってくる外国人観光客にとってはむしろ吸引力とし  

てプラスに作用したし、バリは大型のホテルやショッピングセンターなどの建設ラッシュ  

がつづく、まさにバブルの時期を迎えていた。   

この1990年代は、日本人女性とバリ人男性との国際結婚が急激に増加した時期に重なる。  

おそらく数百名の日本人女性がバリ人男性と結女昏したと考えられる（正松村1998：331）。そ  

の背景にあるのは、日本人観光客の増加傾向という点よりもー日本人はバリを訪れる外  

国人観光客の国別第1位ではあるが、グラフ叫こあるように、全体の増加傾向を上まわる伸  

びを示しているわけではない－、むしろ数字には表れてこない、比較的長期間滞在する  

個人旅行者とくにリピーターの増加傾向という点だと考えられる。ウブドそしてクタは、  

こうした個人旅行者に支えられてきた観光地である。私の観察でも、ウブドにおけるこの  
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10年間の日本人観光客の増加は顕著なものがあった。1990年代前半にウブドの町並みを歩  

く観光客のうち、日本人は2～3割ほどで、大半は欧米系もしくはオーストラリア人観光  

客であったが、1990年代半ばになると、韓国人や台湾人も目立つようになったし、ウブド  

の観光客の4～5割ほどは日本人だと思われるほど、日本人観光客の姿が目立つようにな  

った。日本の大手旅行代理店が海岸部のリゾートとはちがった田園風景と芸術の観光地ウ  

ブドを宣伝し、日本でウブドのホテルを予約できるようにしたこともあり、この時期にウ  

ブドは日本人にとっての主要なバリ観光地のひとつとなっていった。そして短期ウブドを  

訪れる観光客だけでなく、現地人と結婚する日本人、結婚はしないがヴイザを延長し長期  

滞在する日本人が増えていった。   

そうした中、1998年に、通貨危機に端を発するジャカルタを中心とした都市部でのデモ  

と騒乱がおきた。実際のところバリの観光地ではデモすらほとんど起きなかったのだが、  

ニュースで流れる都市部の衝撃的な映像もあって、バリ観光は一時期パックツアーが全面  

的にキャンセルされるなどし、おおきなダメージを受けた。その後スハルト体制が終焉し、  

インドネシアの民主化が進み、バリの集客力は回復したが、そこに2001年のアメリカでの  

同時多発テロがあって、98年当時ほどではなかったにせよ、ふたたびバリ観光は（あるい  

は世界の観光産業全体が）落ち込みをみせる。そして本稿で言及してきた2002年のクタで  

の爆弾テロ事件以降のダメージが来たのである。こうしてこの5年間の間に、バリ観光は  

3度の浮き沈みを経験したことになる。ただそれまでのダメージと異なり、今回はバリ島  

内でのテロ事件がきっかけであったことが、バリ在住の人々にとってまったくちがった意  

味をもったように感じられる。とりわけバリ在住の日本人は、今回の（爆弾事件後にもイ  

ラク戦争とSARSの影響を受けた）観光不振に直面して、バリ観光は決して右肩上がり  

でいくとはかぎらない、むしろ今後の見通しはいままで漠然とイメージしていたほど明る  

くはないかもしれないということを、痛感させられたようである。   

そして、好況時の1990年代半ばころヒバリ人と結婚して当地に暮らすようになった日本  
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人の場合、こうした一連の事件による観光関連ビジネスの不振という問題とは別に、もう  

ひとつ子供の教育や人生設計という問題が重なって、より一層ジレンマを感じているよう  

なのである。それはこういったことである。   

通貨危機以前に、いわばバリの将来に明るい未来だけを見てバリ人と結婚した日本人の  

おおくは、そろそろその子供が幼稚園や小学校に入学する時期を迎えている。バリには正  

規の日本人学校がないので、子供に日本語を身につけさせようとすれば、サヌールにある  

補習校－この補習校は幼稚園児から受け入れる体制になっており、バリにある日本人会  

の多大なバックアップを受けている一に通わせることになる。この補習校には、仕事な  

どでバリに在住する日本人夫婦の子供も通っているが、幼稚園児のクラスの場合、ほぼ半  

数はバリに定住するインドネシア人男性と（元）日本人女性の間に生まれた子供である。  

後者のような子供（大半はインドネシア国籍）のおおくは、バリ人の大家族の中で生活し  

ているために、母や父が意識的に家庭内で日本語をつかうというケースをのぞくと、日本  

語が十分でなく、あるいはほとんど日本語を話したり理解したりできない。むろん、だか  

らこそ補習校に入学するのだが、家庭環境がバリ語とインドネシア語のままでは、学校で  

勉強しただけではなかなか日本語は上達しない。そのために、中には日本語の習得をあき  

らめて学校をやめていく子もいる。また現地人の生活水準からすれば高額の費用（年40万  

円程度）がかかり、子供の送迎なども親の負担となるので、こうした経済的な問題からや  

めていくこともある。親としては、たとえ子供の国籍がインドネシア人であっても、日本  

語ができる子供になってほしいと考えるのは当然である。それはアイデンティティの問題  

だけではない。バリで日本語が流暢につかえることが、子供の将来にとってどれほどプラ  

スになるかという点が、むしろおおきな理由である。さらに、子供が日本の大学に通った  

り日本で就職したりといった可能性をできるならば確保しておきたい、と考える親もすく  

なくない。しかしながら、それはきわめて難しいといわざるをえない。子供を補習校に通  

わせているある日本人女性は次のようにいう。「ここではかなや漢字も教えてくれるが、こ  

の補習校に通わせるだけで、日本に帰って就職できるだけの日本語の読み書きができるか  

というと、それはまずできないだろう。『てにをは』などがきちんとできないと日本では雇  

ってもらえないはずである。だから、［子供の将来としては］日本語がある程度できて、観  

光の専門学校にでも入って、という感じか、あるいは英語もできるようにして、というこ  

とを考えるしかないのではないか」。   

補習校に通わせても、日本で育つ子供と同程度の日本語能力をわが子に期待することは  

無理である。逆からみれば、両親ともにバリ人である子供と比べて、片親が日本人である  

ことの実質的なメリットはきわめて相対的なものでしかない、ということである。それは、  

日本人である親自身がバリで、バリ人とともに、バリ人の中で生きることを選択した以上、  

仕方のないことではある。ただそのことを、こうした子供たちの母親である日本人が結婚  

に際してどの程度覚悟していたのか、それは人によってちがうのではないか、と上記の日  

本人女性はいう。「結婚したときは子供のことまであまり深くは考えなくて、しかもいまは  
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バリが右肩上がりでぐんぐんいってたときとちがうから、惜然としている人はかなりいる  

のではないかしら」。もちろんそうした日本人ばかりではない。はじめからバリ人として子  

供を育てていくつもりで、現地人が通う公立の学校に通わせたり、裕福な現地人の子が通  

うインターナショナルスクールに子供を通わせたりする者もいる。しかしながらそうした  

日本人の中にも、今回の観光の落ち込みと重ね合わせて、このまま子供をバリで育ててい  

くことが、その子にとっていいのかどうかを、あらためて考え直しはじめている者もいる。  

たとえばC氏は、ウブドでの店舗ビジネスが順調にいっているある日本人男性について次  

のようにいう。「彼は、バリでこの先ずっと生きていくと決心していたのだが、最近になっ  

て、［現地人の行く幼稚園に通っている］子供の教育のことなどを考えて、毎晩悩んでいる  

ようだ。その子が日本語をしやべれない子として生きていくことについて。日本に帰ろう  

かな、そのほうがいいかな、と迷っているようだ」。   

こうした子供の教育問題一異文化間教育の問題といえよう（江渕1994，2002）－ばか  

りではない。バリで（夫であるバリ人の）仕事がない、あるいはビジネスがうまくいかな  

いという理由で、結婚して数年たつ夫婦が、妻の親元を頼って日本に帰るというケースも  

ある。私の10年来の友人である日本人夫婦も、爆弾テロ事件以降ビジネスがずっと開店休  

業状態であり、また夫が法事で日本に帰ったときにたまたま職が見つかったこともあって、  

バリでの10年以上におよぶ生活に見切りをつけて、日本に引き上げることを考えていると  

いう。ビジネスが休業状態に追い込まれたことから、これまでの貯蓄を取り崩して生活費  

に回さねばならなくなった長期滞在者もいるようである。バリ人と結婚した者の場合、ほ  

とんどは家族の土地と家と田畑があるので、日本人的な生活スタイルと生活水準にこだわ  

らなければ何とか生活していくことは可能であろうが、独身や日本人夫婦の長期滞在者で  

ビジネスを営みながら暮らしている者の場合、長引く観光不振は生活基盤の根幹をゆるが  

す問題である。このように、一部の人々にとっては、今回の観光不振は人生設計の変更を  

つきつけるほどおおきなインパクトをもった出来事となった。とりわけバリでの結婚生活  

が数年程度という時期の人々に、そうした人生の転機を感じる者がおおいという印象を受  

ける。   

もっとも、このように遽巡する者ばかりではない。爆弾テロ事件以降の不況の中で、日  

本人からインドネシア人へと国籍変更を果たした女性も、私の知る範囲で複数いる。その  

中には、万一夫と離婚するようなことになっても、インドネシア人であれば、現在経営し  

ている店舗の土地や経営権を自分が握っておくことが可能である一現行の法律では、外  

国人は個人では土地の名義人になれない－という点が、国籍変更のひとつの理由だった  

と考えられるケースもある。インドネシア人と■して生きる、あるいは国籍はまだ変更して  

いなくとも、夫とともにバリで一生を生きる、という決断がいささかも揺るがないという  

者は、当然ながら多数いる。そうした者の中には、この時期に積極的に投機に向かう者も  

いる。空き店舗がやや目立つこのときを好機と捉え、よい物件を押さえておこうというの  

である。また、店舗ビジネスで利益が出ると、ウブドの周辺部でちいさな区画でも土地を  

ー23－   



卿 第12号 第12号  

買っておくという者もいる。土地は値下がりしないからというだけではなく、やがてウブ  

ドの観光開発が拡大して徐々に周辺部におよんだとき、自身の所有するちいさな土地がお  

おきな土地取引の一部分にひっかかるかもしれない、そのときにはちいさな土地でも高く  

売れるかもしれないから、ということのようである。   

このように、「どこもいまは苦しい」というこの時期であるからこそ、それぞれが自身の  

生を見つめなおしつつある状況を、看取することができる。日本に帰ることを選んだ者、  

仕事や生活基盤の問題から帰ろうとする者、仕事には問題ないが子供の将来をあらためて  

考えて帰るべきかどうか悩む者、バリで生きていくことをあらためて確認した者、バリで  

暮らすことにそもそもためらいのない者、そしてバリ人と結婚してあらたにバリで暮らす  

ことを決めた者、それぞれの決断がどうであれ、ひとついえることは、大半の人々は今後  

のバリの観光ビジネスの行く末に、決して楽観的ではないということである。これがウブ  

ドに在住する日本人の現状である。  

Ⅳ おわりに   

私は今回、ウブドに生活する日本人たちの現在の1断面を、まさに同時期の出来事とし  

て書きのこしておきたかった。いずれ、この小品や主論文で記述する点、あるいはその他  

の点などを整理して、ある種のライフヒストリー研究として、ウブド在住の日本人につい  

ての記述をまとめ報告できればと考えている。   

本稿に最終的な修正を加えた2004年1月には、昨年すでに大統嶺が署名していた、あら  

たな観光ヴィザ制度が施行された。ヴィザの互恵原理にもとづく11の国と地域をのぞき、  

日本・オーストラリア・北米・西欧などからの観光客には、有料ヴィザの取待を義務づけ  

るというものである。入国以前にヴィザを取得しておかなくても、空港にて簡単な手続き  

をおこなえばヴィザを取得できるという「到着ヴイザ」制度が実体であるとはいえ、バリ  

の観光業界はこうしたヴィザの義務づけが観光客のバリ離れをもたらすことを危倶してい  

る。またバリでは鳥インフルエンザも発見された。こうした最近の動向が今年度のバリ観  

光にどのように影響するのかにも、今後注意をはらっておきたいと思う。  

附記 本稿は、2003年度南山大学バッへ研究奨励金Ⅰ－A－2の研究助成にもとづくもの  

である。  

註  

1）本稿のデータは、2002年8月下旬～9月上旬と、2003年8月中旬のそれぞれ2週間弱  

の間に、私がウブドでおこなった参与観察とインタヴューにおもに依拠している。私は1992  

年8月～93年12月に留学などでバリとくにウブドに長期滞在しており、その後もほぼ毎  

年のようにバリを短期の旅行で訪れている。本稿および主論文のデータは、こうした10年  
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間の断続的な観察を下敷きにしている。   

2）2003年8月にバリに入国した外国人観光客は、バリ入管のデータによると115455人  

であり、2002年8月に比べて約3割減、2001年8月に比べて2割減である。2003年8月  

の場合、全体の5％強がイギリスから、3％がアメリカからで、以下2％強の台湾、2％  

弱の日本、1．5％のオーストラリアの順となる（cflhttp：／加ww．tourismindonesia．com／news）。  

例年日本とオーストラリアが1位と2位であり、こうした国々からの観光客の減少が全体  

の減少傾向のおおきな一因であること、そして日本人観光客が全体傾向を上回る減少傾向  

を示していることが、看取される。   

3）このことは、ウブドが小規模経営者が個人観光客を迎え入れる中規模の観光地である、  

という点に対応する。たとえばクタの場合、そうした個人観光客だけではなく、大口の団  

体観光客を迎え入れる体制も備わっている。だからテロの舞台になったともいえるが、一  

方では、これがテロ後の（ウブドよりは順調と思える）クタの回復に貢献している。2003  

年8月の初旬に、当の爆弾テロ事件のあったディスコが100mほど移動した場所で華やか  

にリニューアルオープンしたことは、活気を取り戻しつつあるクタの状況を象徴する出来  

事であった。大口の集客力に欠けるウブドの回復は、これにたいしてやや鈍いようである。   

4）このグラフは、大型免税店プラザバリが出している「プラザバリニュース」に記載され  

ている、バリの国際空港からの国際便出国者総数に占める日本人数とその割合を、年次別  

に図示しなおしたものである（http：〟www．plazabali．com月apanesehleWS）。インドネシア政  

府の観光文化局（http：伽budpaLgO．id）や統計局（http：／伽Ⅵr取bps．go．id）はこの種のデー  

タ（とくに空港別と在留国別／国籍別の指標をクロスさせたデータ）をホームページで公  

開していないので、グラフのデータが公式の数値かどうかは確認できていないが、バリを  

訪れる外国人観光客と日本人観光客の実数に近似するものと考えてよいと思われる。  
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と教育－」『バイカルチュラリズムの研究』pp．423－475．九州大学出版会。  
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n・d・「バリ島ウブドの日本人店舗－グローカルなビジネスと生の民族誌－」（南山  

大学人類学研究所第7期長期研究プロジェクト「アジアにおける『市場（market）』をめぐ  

る固有論理に関する学際的研究」研究報告論文）  
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第二回2003年12月5日（金）  

場所：南山大学J棟1階Pルーム（特別合  

同研究室）  

講師：泉水英計氏（鈴鹿国際大学短期大学  

部助教授）  

テーマ：「再考・シャーマンと精神病理学一  

沖縄・宮古島の事例から」  

◆研究所の活動◆  

◎ 南山大学人類学研究所第7期長期プロ  

ジェクト『アジアにおける市場   

（market）をめぐる固有論理に関する学   

際的研究』  

○研究会（南山大学人類学研究所3階会議  

室にて開催）  

第一回 2003年4月28日（月）  

テーマ：「マレーシアにおけるマレー人企業  

と華人企業一経済危機への対応」  

（原不二夫・南山大学外国語学部教授）  

第二回 2003年6月28日（土）  

テーマ：「宝貝の流通と交換一西アフリカの  

市場内通貨」（坂井信三・南山大学人文学部  

教授）  

第三回 2003年11月12日（水）  

テーマ：「市場経済下における中国文学の変  

容」（中裕史・南山大学外国語学部助教授）  

◎ 懇話会  

第一回 2003年7月25日（金）  

場所：南山大学人類学研究所1階会議室  

講師：馬場雄司氏（三重県立看護大学看護  

学部助教授）  

テーマ：「地域・歴史・福祉一北タイ、タイ・  

ルーの移住史と守護霊儀礼の変化  

を通じて」  

第二回 2003年11月7日（金）  

場所：南山大学人類学研究所1階会議室  

講師：曾士才氏（法政大学国際文化学部教  

授）  

テーマ：「貴州ミヤオ族のエスニック・  

アイデンティティの表象～歴史的  

記憶、識字教育、民族観光」  

本プロジェクト関連で受けた研究助成  

①東海学術振興会研究助成（2001年度）  

②2003年度南山大学経営研究センタープ  

ロジェクト助成  

◎ 講演会  

第一回 2003年11月17日（月）  

（人類文化学科共催）  

場所：南山大学人類学研究所一階会議室  

講師：許宏（ⅩⅥHong）氏（中国社会科学  

院考古研究所・副研究員、中国社会  

科学院研究生院・助教授）  

テーマ：「考古学よりみた中国礼制の起源」  

×  ×  ×  ×  ×   ×  ×  

◎ 研究所員の活動  

○ 森部 一  

Ⅰ．出版活動  

1）「『タイの上座仏教と社会一  文化  

人類学的考察』」『文化人類学文献事典』  
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2）「文化大革命後のシャーマン」山口市  

山口大学、日本民俗学会第55回年会。2003  

年10月5日。   

3）「シャーマンと研究者の苦難」名古屋  

市南山大学人類学研究所、（国際）ワークシ  

ョップ『中国東北部におけるアルタイ語族  

の諸民族のシャーマニズムに関する人類学  

研究』（クネヒト・ベトロ代表）。2003年  

12月13日。  

人類学研究所通信 

（小松和彦・田中雅一・谷泰・原毅彦・渡  

辺公三編）  弘文堂（印刷中）  

○クネヒトベトロ  

Ⅰ．出版活動  

1）「東北地方でのフィールドワーク一  

回顧の試み－」東北大学大学院国際文化  

研究 科創立10周年記念事業実施委員  

会編『東北大学大学院国際文化研究科創立  

10周 年記念フォーラム一世界の中の  

日本研究』仙台市東北大学大学院。2003年  

3月。52－69   

2）“Aspects of Shamanism：An  

Introduction．”InClarkChilsonandPeter  

Knecht，eds．， 上払amansit2Asib，1－30．  

London：RoutledgeCurzon，March2003・   

3）書評：Gloria Ganz Gonick．Matsuri！  

亡毎pβ月田e．掩gガ柑ノ肋UCLA Fowler  

Museum of CulturalHistory；Tbxtile  

Series，No．6．LosAngeles：UCLAFowler  

MuseumofCulturalHistory；2003．A且由n  

肋 虎び蝕 Vblume 62，2003，  

331－33．   

心翻訳：Ⅹawamura Xunimitsu．‘A  

femaleShaman’s mind and body，and  

possession．”（川村邦光「巫女の心身と憑  

依」），d血肋β払成由Ⅵ）1ume62，  

2003，257－89．  

ⅠⅠⅠ．研究助成・賞  

1）日本学術振興会科学基盤研究（B）（1）  

（2000年－2003年）「東北アジアにおける  

シャーマニズムの研究」   

2）南山大学バッへ特別研究奨励金Ⅰ－A、  

2003年「『虫』と鬼の民俗学的研究」（長谷  

川雅雄と共に）   

3）賞：「教育部奨状」台湾台北市、2003  

年11月7日。（原住民教育文化著作翻詳  

“christian InstruCtionin Favorlang”  

translatedintoEnglish）  

○宮沢千尋  

Ⅰ．出版活動  

1）「ベトナムの郷約と日本におけるベトナ  

ム郷約研究」名古屋大学『アジア法制度支  

援研究会報告集』2003年6月 167－172  

2）「家族、親族、家譜」今井昭夫、岩井美  

佐紀他編『ベトナムを知る60章』明石書店  

（印刷中）  

ⅠⅠ．学会、研究会発表  

1）「開港期におけるキリスト教の宣教活  

動再開の動因と現実：若干の考察」吹田市、  

国立民族学博物館『キリスト教と＜文明化  

＞の人類学的研究』（杉本良男代表）。2003  

年7月26日。  

Ⅱ．研究発表  

1）「ベトナムの土地問題」。文部科学省科  

学研究費助成「ベトナムの土地法整備支援」。  

早稲田大学国際会議場、2003年11月1日。  
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Ⅲ．受けた研究助成  

1）南山大学経営研究センター研究プロジ  

ェクト助成『アジアにおける市場（market）  

をめぐる固有論理に関する学際的研究』（研  

究代表者）  

2）科学研究費補助金（基盤研究（B））「東  

アジアの家系記録の総合的比較研究」（研究  

協力者）  

3）科学研究費補助金（基盤研究（B））「ベ  

トナムに関する日本人類学研究の総括と現  

地への発信」（研究分担者）  

4）名古屋大学法政国際協力センター国内  

研究員（文部科学省科学研究費  

ー28－   



第12号  人類学研究所通信  

CONTENTS  

ASIANFOLXLORESTUDIES  

Ⅵ〉1umeI」ⅩⅠⅠ，2003   

ARTI CLE S 

TheIncreaseofShamansinContemporaryLadakh：SomePreliminary  

FrankKressing  

Fan Pen Chen 

VibekeB¢rdau  

Observations  

ShadowTheatersoftheWbrld   

TheStoryteller’sMannerinChineseStorytelling  

MaytheGodsStrikeyouDead！：HealingThroughSubversioninShamamic  

MichaelJ．Pettid  Narratives   

TransformationoftheO扉FromtheFrightemingandDiabolicaltotheCute  

NorikoT．Reider  andSexy   

須仇円℃野上Ⅴ拙狙∧碩笠g親展乙0左方βぴ   

Introduction   Hashimoto Hiroyuki 

CulturalDiversityandFolkloreStudiesinJapan：AMulticulturalApproach  

Shimamura Tbmonori   

BetweenPreservationandTburism：Fo址PerformingArtsinContemporary  

Japan  HashimotoHiroyuki   

Fo址taleResearchA氏er％nagita：DevelopmentandRelatedIssues  

KawamoriH正oshi   

AFemaleShaman’sMindandBody；andPossession  KawamuraKunimitsu   

OnCognitiveAspectsofRhetoricalTimeReckoming：Metaphorand  

Image－SchemainCalendricalDivinationinOkinawa  

－29－   



第12号   

Sensui Hidekazu 

人類学研究所通信  

REVIEWARTICLE   

Dayak Tales Kristina Lindell 

雑誌AS鮎uヾFOLKLORESTUDIESの購入などに関するお問い合わせは下記へお願いし  

ます。なお、年間の購読料は￥6，000（団体）と￥3，000（個人）となっています。  

連絡先  〒466－8673 名古屋市昭和区山里町18  

南山大学内  

ASIANFOLKLORESTUDIES編集室  
恥1（052）832－3111（南山大学代表）Fax（052）833－6157  
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